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第28回 笠置町
教育長杯GB大会
開催日 10月７日（月）
会　場 �笠置いこいの館�

ゲートボール場

大会結果優　勝：Ａチーム
　　　 準優勝：Ｃチーム
　　　 ３　位：Ｂチーム

第39回 和束町
老人クラブGB大会
開催日 10月２日（水）
会　場 東和束ゲートボール場
大会結果優　勝：杣田Ｂチーム
　　　 準優勝：杣田Ａチーム
　　　 ３　位：湯船チーム
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楽しんで、打つ―
　プレイボールの合図で、ボールを打つことからスタートするこのスポーツは、

ゲートにボールを通過させることで獲得するポイントを競い合います。

　ボールの行方によって作戦を変えることから、経験と知識が必要となりますが、

勝利の秘訣は楽しんで打つこと。

　残暑厳しい中、熱戦を繰り広げられたみなさんのベストショットを集めました。

第45回 南山城村
老人クラブGB大会
開催日 ９月３日（火）
会　場 南山城村第２グラウンド（田山）
大会結果優　勝：田山老人寿会チーム
　　　 準優勝：高尾老人楽寿会チーム
　　　 ３　位：�月ケ瀬ニュータウン千歳会チーム

3 2024.11︱vOL.224広報  れんいけ
れ いんけ
れ いけん
れんけい

れ いけん

特集 Special feature



　
最
高
の
秋
晴
れ
と
な
っ
た
10
月
12
日（
土
）、
各
小
学
校
で

運
動
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
ラ
イ
バ
ル
に
負
け
な
い
よ
う
全
力
で
走
る
児
童
た
ち
は
、

抜
き
つ
抜
か
れ
つ
の
大
接
戦
を
展
開
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
に
一
生
懸
命
取
組
む
姿
は
、
地
域
の
み

な
さ
ん
に
笑
顔
と
元
気
を
届
け
ま
し
た
。

全
力
で
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走
る
―
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まち・むら
topics

　

南
山
城
村
は
8
月
27
日（
火
）、
東
京
都
板
橋
区
に
あ
る「
ハ

ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
大
山
商
店
街
振
興
組
合
」と
村
産
品
の
販
売
や

観
光
誘
客
・
交
流
促
進
な
ど
を
目
的
と
し
た
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　
商
店
街
に
は
常
設
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
全
国
ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い
シ
ョ
ッ
プ
と
れ
た
て
村
」が
あ
り
、
全
国
各
地
か
ら

優
れ
た
商
品
を
取
り
寄
せ
販
売
さ
れ
て
お
り
、
南
山
城
村
の
産

品
は
8
月
か
ら
販
売
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

調
印
式
で
は
、
同
組
合
お
よ
び
板
橋
区
と
南
山
城
村
と
が
、

こ
の
協
定
の
も
と
、
産
品
の
販
売
を
は
じ
め
と
し
交
流
を
深
め

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
店
舗
で
は
、
平
沼
村
長
が
お
客
様
へ
お
茶
を
手
渡
し
な
が
ら
、

新
規
参
入
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

東
京「
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
大
山
商
店
街
」で

産
品
の
販
売
が
ス
タ
ー
ト

南山城村

　

9
月
13
日（
金
）、
グ
リ
ン
テ
ィ
和
束
で
第
70
回
和
束
町
茶
品

評
会
が
開
か
れ
、煎
茶
48
点
、て
ん
茶
34
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

11
人
の
審
査
員
に
よ
り「
煎
茶
の
部
」「
て
ん
茶
の
部
」で
そ
れ
ぞ

れ
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
結
果
、
左
記
の
み
な
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
、

12
月
7
日（
土
）に
開
か
れ
る
和
束
町
茶
業
関
係
表
彰
式
に
お
い

て
表
彰
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
敬
称
略
）

煎
茶
の
部

　
1
等
1
位　
畑　
　
広
晟　
京
都
府
知
事
賞

　
1
等
2
位　
杉
本　
長
成　
京
都
府
茶
業
会
議
所
会
頭
賞

　
1
等
3
位　
大
西　
　
巧　
京
都
府
茶
生
産
協
議
会
長
賞

　
1
等
4
位　
籠
嶋　
　
渉　
山
城
地
域
農
業
振
興
協
議
会
長
賞

て
ん
茶
の
部

　
1
等
1
位　
森
本　
千
春　
京
都
府
知
事
賞

第
70
回
和
束
町
茶
品
評
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た

和束町
　

和
束
町
が
加
盟
し
て
い
る「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」連
合
で
は
、
令
和
２
年
か
ら
10
月
4
日（
連
合
設

立
日
）を「
美
し
い
村
の
日
」と
し
て
制
定
し
、「
ビ
ュ

ー
テ
ィ
フ
ル
デ
ー
」と
名
づ
け
て
美
し
い
村
運
動
の

原
点
で
あ
る
、
村
を
綺
麗
に
す
る
活
動
や
村
の
文
化

を
継
承
す
る
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
10
月
2
日（
水
）に
美
し
い
村

連
合
旗
の
掲
揚
と
町
職
員
に
よ
る
町
内
の
清
掃
活
動

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
今
後
も「
美
し
い
村
」加
盟
町

村
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
美
し
い
村
運
動
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

日
本
で
最
も
美
し
い
村

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
デ
ー
を
お
こ
な
い
ま
し
た

道の駅のオリジナル商品がいつでも購入できます。今後、取り
扱い産品を増やすことを検討中です。

協定を終えた同組合の伊崎理事長 （左）と平沼村長（右）
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和束町史編さんだより
 第29回 明治初期の和束天満宮祭礼

　和束天満宮では毎年10月にお祭りが行われていますが、今のところ最も古い記録は明治９年（1876）の
ものになります。それを見ると村（現在の大字）ごとに座割（席割）があり毎年変わること、熊野神社から天
満宮本殿に神輿が移動すること、稚児が出ることなどが確認できます。
　明治時代は15ヶ村が祭礼に参加していました。現在の和束では天満宮
の祭礼に参加しない区もありますが、明治時代では和束の全ての村が参加
しています。その15ヶ村の中には「新田」がいます。この新田は現在井手
町の田村新田のことです。明治22年（1889）まで田村新田は和束の村だっ
たので、明治22年までは和束天満宮のお祭りに参加していたのでしょう。
　稚児も全ての村から出ていたわけではなく、その年の当番５ヶ村から出
ていたこと、その当番５ヶ村だけが仮屋を使っていたことも図から分かり
ます。
　過去から毎年続いているお祭りも時代によって少しずつ変化しているの
です。
問相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課　和束町史編さん室
　　☎ 0774・74・8952
　　HP https://www.union.sourakutoubu.lg.jp（和束町史編さん室）

明治９年天満宮祭礼座割
（和束天満宮蔵）

教
育

Educatio n

ゆるふる部活動「ボルダリング体験」
　10月５日（土）、今後の中学校部活動を検討する相楽東部広域連合教育委員会が、そ
の一環として京都笠置クライミングクラブの協力を得てボルダリング体験事業をおこ
ないました。連合管内の小・中学校の児童・生徒20名がエントリーし、秋晴れの下で、
巨岩を相手に出された縦ルート・横ルートの課題を克服しようと、頭と身体を使って
果敢にチャレンジしていました。登り切った時には思わずポーズが。「百聞は一見にし
かず（自分で見なければ本当のことはわからない）」・「百見は一考にしかず（いくら見
ても自分で考えなければ意味がない）」・「百考は一行にしかず（どんなに考えても行
動しなければ前に進まない）」と言われるように、「体験」は成長にとって貴重な場とな
っています。
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安心安全
ほっ犯罪被害者支援活動について

◆�11月25日（月）から12月１日（日）までは「犯罪被害者週間」です。
　～社会全体で被害者やそのご家族を支えましょう～
　○犯罪被害者等の抱えるさまざまな問題
　　被害者やそのご家族には
　　・�被害に遭ったことによる精神的ショックや身体の不調
　　・通院・医療費などの経済的負担
　　・�捜査や裁判の過程における精神的・時間的負担
　　・�周囲の心ない言葉やマスコミの取材などによるストレス
　　などさまざまな問題が起こります。
　　このような問題は総じて「二次的被害」といわれています。
　○理解と共感
　　被害者の心の傷の回復には、周囲の理解と共感がとても大切です。
　　・�周りの人たちは、被害者を「責めたり」、「無理に励ましたり」することは避けましょう。
　　　�被害に遭われた方が再び平穏な生活に戻れるよう、みなさんのご理解と二次的被害への配慮をお願いします。

◆犯罪被害に遭われた方へ
　�　犯罪被害に遭われた方の精神的・経済的負担の軽減を図るため、
　　・犯罪被害給付制度…国が犯罪被害者等給付金（遺族・重傷病・障害給付金）を支給する制度
　　・公費負担制度…身体犯における初診料・診断書料等、性犯罪における初回処置料等を公費で負担する制度
　　・カウンセリング制度…心理カウンセラーによるカウンセリングを受けることができる制度
　　などさまざまな制度があります。
　　詳しくは警察本部や木津警察署にお問合せください。
�問京都府木津警察署　☎0774・72・0110

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
ま
た
は
来
所
）

�

☎
０
７
７
４・
72
・
９
９
５
５（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

�

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。​

日
月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

所�

木
津
川
市
木
津
上
戸
15 

相
楽
会
館
１
階 

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　
高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、相
楽
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
で
も「
高
齢
の
母
が
通
販
や
電
話
勧
誘
で
買
い
物
を
繰
り
返
し
て
お

り
、今
後
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。」と
い
う
相
談
等
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
と
高
齢
者
を
見
守
る
み
な
さ
ん
に
、
特
に
気

を
付
け
て
ほ
し
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
10
選
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。左
記
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

❶
屋
根
や
外
壁
、
水
回
り
な
ど
の
住
宅
修
理 

❷
保
険
金
で
住
宅
修
理
で
き
る

と
勧
誘
す
る
保
険
金
の
申
請
サ
ポ
ー
ト 

❸
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話
、
電

力
・
ガ
ス
の
契
約
切
替 

❹
ス
マ
ホ
の
ト
ラ
ブ
ル 

❺
健
康
食
品
や
化
粧
品
、
医

薬
品
な
ど
の
定
期
購
入 

❻
パ
ソ
コ
ン
の
サ
ポ
ー
ト
詐
欺 

❼
架
空
請
求
、
偽
メ

ー
ル
・
偽
S
M
S 

❽
在
宅
時
の
突
然
の
訪
問
勧
誘
、
電
話
勧
誘 

❾
不
安
を
あ

お
る
、
同
情
や
好
意
に
つ
け
こ
む
勧
誘 

❿
便
利
で
も
注
意
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
販

見
守
り
例
：
家
の
様
子
➡
⃝
家
に
見
慣
れ
な
い
人
が
出
入
り
し
て
い
な
い

か ⃝

家
に
見
慣
れ
な
い
も
の
、
未
使
用
の
も
の
が
増
え
て
い
な
い
か 

本
人

の
様
子
➡
⃝
定
期
的
に
お
金
を
ど
こ
か
に
支
払
っ
て
い
る
形
跡
は
な
い
か 

⃝
生
活
費
が
不
足
し
た
り
、
お
金
に
困
っ
て
い
た
り
す
る
様
子
は
な
い
か 

⃝
何
か
を
買
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
な
い
な
ど
、判
断
能
力
に
不
安
を
感
じ
る

こ
と
は
な
い
か

　
不
安
に
思
っ
た
場
合
は
、す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
し
ま
し
ょ

う（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
へ
は
、
家
族
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
職
員
か
ら
で
も
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。身
近
な
方

が
ト
ラ
ブ
ル
に
気
付
い
た
場
合
は
、で
き
る
だ
け
早
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。）

高
齢
者
と
見
守
る
方
に

気
を
付
け
て
ほ
し
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

犯罪被害者等支援
シンボルマーク

「ギュっとちゃん」
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指名手配被疑者の検挙にご協力を

　警察では、総力を挙げて、指名手配被疑者の検挙
に向けた追跡捜査を強化しており、中でも警察庁が
指定した被疑者については、顔写真等を公開し、広
く情報を求めています。
　写真に似た人物を見かけた際は、警察への通報を
お願いします。
�問木津警察署刑事課　☎0774・72・0110

防
犯
プ
レ
ー
ト
の

無
償
配
布
に
つ
い
て（
3
町
村
）

～
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
者
お
よ
び
設
置
予
定
者
限
定
～

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
個
所
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、

犯
罪
者
を
寄
せ
付
け
な
い
、
あ
る
い
は
犯
罪
を
起
こ
さ
せ

な
い
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
極
め
て
重
要
で
、
現
在
、
京

都
府
警
察
で
は
、
犯
罪
抑
止
を
強
化
す
る
た
め
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
促
進
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
安
全
安
心
な
地
域
の
実
現
に
向
け
、
ぜ
ひ
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

配
布
対
象
者
左
記
の
２
条
件
を
満
た
す
方

　
　
　
〇�

相
楽
東
部
地
域（
笠
置
町・和
束
町・南
山
城
村
）

で
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
方

　
　
　
　
※
個
人
・
法
人
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11月９日から15日は
「秋季全国火災予防運動」です。

　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに
当たり、火災予防の意識を高めることで、火災の発
生を防止し、尊い命を守るとともに財産の損失を防
ぐことを目的としています。

住宅防火 いのちを守る ●�のポイント
❶寝たばこは絶対にしない、させない。

❷ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。

❸こんろを使うときは火のそばを離れない。

❹�コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラ
グは抜く。

❺�火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ
等は安全装置の付いた機器を使用する。

❻�火災の早期発見のために、住宅用火災警報器
を定期的に点検し、10年を目安に交換する。

❼�火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、
寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。

❽�火災を小さいうちに消すために、消火器等を
設置し、使い方を確認しておく。

❾�お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と
避難方法を常に確保し備えておく。

❿�防火防災訓練への参加、戸
別訪問などにより、地域ぐ
るみの防火対策をおこなう。

問相楽中部消防組合消防本部予防課
　　☎0774・75・1381

出典：消防庁
　　　ホームページ

（http://www.fdma.go.jp/）
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南山城村：道の駅 お茶の京都みなみやましろ村での啓発活動

和束町：白栖橋交差点での啓発活動

秋の交通安全運動における
街頭啓発（３町村）

　９月21日（土）～30日（月）までの10日
間、「古都の秋　ゆずる心で　事故ゼロへ」
の運動スローガンのもと秋の交通安全運動
がおこなわれました。
　笠置町では、９月30日（月）、国道163
号沿いと笠置キャンプ場にて秋の全国交通
安全運動に伴う街頭啓発をおこないました。
当日は、笠置町交通安全対策協議会委員と
ともに、運転手へハンドプレートでの注意
喚起やキャンプ場利用客へ啓発物品やチラ
シを配布するなど、効果的な取組をおこな
うことができました。
　和束町では、９月20日（金）、白栖橋交
差点で和束町交通安全対策協議会、木津警
察署警察官等で街頭啓発をおこないました。
道行くドライバーや通勤通学のみなさんに
啓発物品を配り、交通事故防止の呼びかけ
をしました。
　南山城村では、９月28日（土）道の駅「お
茶の京都みなみやましろ村」で、南山城村
交通安全対策協議会と主催で街頭啓発活動
をおこないました。
　道の駅の利用者に対して啓発物品の配布
を行い、交通安全の意識の高揚と交通マナ
ーの向上を呼びかけました。

宝くじの助成金を活用して消防団備品を整備しました（南山城村）

　南山城村では、令和６年度コミュニティ
助成事業において、消防用40ｍｍホース32
本、管槍２本、噴霧ノズル２個、分岐管１
個を整備しました。
　消防用ホースは南山城村消防団各部（全
７部）に配備し、山林火災等発生時の消火
活動に活用し、消防力の強化を図ります。
　この事業は、一般財団法人自治総合セン
ターによる宝くじの社会貢献広報事業とし
て、宝くじの受託事業収入を財源とするコ
ミュニティ助成事業で、宝くじ助成金を活
用しておこなったものです。

笠置町：国道163号での注意喚起 笠置町：笠置キャンプ場での啓発活動
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